
改善検討組織 

 ・管幹会議               

 

〔指導の重点〕 

○学習指導 

・学習の規律を整える。 

・学習の雰囲気を整える。 

・学習の振り返りを重視する。 

・協働的な学習を重視する。 

・基礎・基本の徹底を図る。 

○生活指導 

・「時を守り 場を清め 礼を正す」

指導の徹底。 

・受容と信頼を基にした指導。 

・協力し合う経験を積ませる指導。 

・命を大切にする指導。 

〔午後の活用〕 

○児童 

・興味や関心を尊重した探究的な学

びを進める時間と体制の確保。 

・異年齢集団の交流を活発化。 

 

○教職員 

・教材研究の時間の確保。 

・情報共有の時間の確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 評価指標 目標値 

児童 
区学力調査（学力） 各教科達成率平均値 80％以上 

学校評価 「あなたは、命を大切にし、思いやりの心をも
って生活していますか」の項目で、よくあては

まる、あてはまると回答した割合 90％以上 

総合質問紙調査 
「i-check」 

「成功体験と自信」「充実感と向上心」「思いや
り」「対話・話し合い」の全ての項目で標準スコ
ア 50 以上 

教員 学校評価 「学校では、命を大切にし、思いやりも心をも

って生活する指導に努めている」の項目で、
よくあてはまる、あてはまると回答した割合 
９５％以上 

保護者 学校評価 「学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動

をとおして、命を大切にし、思いやりの心をも
って生活する指導を行っている」の項目で、よ
くあてはまる、あてはまると回答した割合  

９０％以上 

■午前５時間制の方向性 

・探究活動の計画的実施（思考力・判断力、学びに向かう力の育成） 

・基礎・基本の徹底（低学年で学習の基礎・基本を確実に習得） 

・異年齢集団交流の充実（コミュニケーション能力、自己肯定感、 

自尊感情の醸成） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

各学年の週当たりコマ数 

１年 ２年 ３年 

25 26.5 28 

 

４年 ５年 ６年 

29.5 29.5 29.5 

 

各学年の時数内訳 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

標準授業時数 865 925 980 1015 1015 1015 

学校裁量 59 59 1/2 60 63 64 62 

行事時数 58 1/2 51 49 1/2 53 1/2 70 1/2 75 

総 時 数 982 1/2 1035 1/2 1089 1/2 1131 1/2 1149 1/2 1152 

 

Ｐ 計画

Ｄ 実施

Ｃ 評価

Ａ 改善

■教育目標 

 かかわりを大切にしながら、自ら考え行動する子 

◎やさしい子 

○考える子  

○実行する子 

○元気な子  

○ねばり強い子 

４０分授業の充実 

○児童が進んで考える授業の創造 

 → 「なぜ」や「やってみたい」を大切にする 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現 

 → 対話活動の充実 

○学習内容に応じた柔軟な時間設定 

（20 分、60分、80 分など） 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現 

○学習用情報端末（iPad）やＩＣＴ機器の効果的な活用 

特別活動等の充実 

○「学校裁量の時間」や生み出した時間を活用して、 

特別活動や特色ある教育活動の充実を図る。 

・運動会、学習発表会、自然体験教室などの学校行事 

・異学年児童が交流するなかよし班活動 

・伝統ある鼓笛活動 

・林試の森を活用した活動 

○児童自らが計画する活動の推進 

 → 学級活動の充実 

教員の指導力向上に向けて 

○校内研究体制を５つの教科分科会で組織する。 

→ 教員の専門性と意欲を高める。 

○校内研究授業の見方や研究協議会を改める。 

  → 児童の学びの姿を見取る。 

○週１回学年会を設定し、学習の進捗状況の確認、指

導方法の情報交換などを行う。 

 

生み出した時間の活用 

○「不動タイム」の内容の改善 

 → ４０分授業の充実を支える時間として 

対話する力を高める取組を重点的に行う 

     （学年の発達段階に応じて） 

○教員の指導力向上を図る研修会の設定 

  → iPadを含むＩＣＴ活用能力向上のための研修 

など 

自ら進んで考え行動する児童の育成  

自分も相手も大切にし、自分から行動する力の育成 

自分も相手も大切にする子 自分から行動する子 

【くすのき班活動】 
・１～６年生までの異年齢集団を結成。 

・月 1 回（２５分間）のくすのき集会で活動。 

・各班の６年生が活動内容を企画・運営。 

ねらい 

・コミュニケーション能力の育成。 

・社会性の育成。 

・自己有用感の獲得。 

【クラブ活動】 

・４～６年生が興味や関心で集団を結成。 

・月 1 回６０分間を確保して活動。 

・児童の興味・関心で活動内容を決定。 

ねらい 

・人間関係の育成。 

・個性の伸長。 

・集団参画意識の醸成。 

【クエストタイム】（年間３０時間） 

・１・２年生は、週 2 回各 40 分の時間を確

保し、学習の基礎となる力を育成。 

・３年生以上は、週２～３回 60 分の時間を

確保し、自らの課題を探究する力を育成。 

・年間 3０時間を短期間で確保することに

より、児童が興味・関心を持続し、探究活動

に集中できる環境を整える。 

ねらい 

・自己調整力の資質・能力を高める。 

〇自己の課題への気付き。 

〇課題を解決しようとする態度の育成。 

〇主体性や学び続ける態度の育成。 

・論理的思考力の育成。 

・協働して解決する力の育成。 

 
 
・ 児童から本時のめあてに迫る反応を引き出す

問題設定。 
・ 児童が互いの考えを交流し、問題を解決して

いく授業にするための手だての工夫。 
〇すべての児童に自分の立場（考え）を決め
表現させる。 

〇全体で考え方を共有する際、考えた本人で
はなく他の児童が説明する。 

〇一人の児童が説明するのではなくリレー形
式で説明する。 

〇指導者が分からない児童の立場に立った
り、指導者があえて間違えたりする。 

 
 
 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

を図るため、ICT の特性を踏まえ、授業の中で活

用する。 
〇視覚化         〇焦点化 
〇理想化・仮想化    〇くり返し 
〇加工           〇再現性 
〇共有化         〇試行錯誤の容易さ 
〇フィードバック・確認  

主体的な態度と思考力を高める授業づくり 

学習意欲を高め、思考を深める ICTの活用 

週時程表 

自ら学ぶ姿勢の確立 

評価指標と目標値 
【４くみとの交流及び共同学習】 

・1 年生とのボッチャ交流会。 

・行事や休み時間等の日常的な交流。 

・各教科等における共同学習。 

ねらい 

・自他の尊重。 

・相互理解。 

【碑フェスタ】 

・生活科、総合的な学習の時間の中で、地域

との関わりを通して、自分の思いや考えを

伝える場を設ける。 

ねらい 

・課題を解決しようとする態度の育成。 

・協働して解決する力の育成。 

〇管幹会議 

〇研究推進委員会 

〇生活指導委員会 

〇特別活動委員会 

〇探究学習推進委員会 

■基本方針１ 

 全ての子どもが楽しく学校生活を送る。 

・重点目標「やさしい子」の組織的育成  

・教育課程の完遂・教育計画の柔軟な改善と運用・指導の充実 

■基本方針２ 

 全ての職員が明るく元気に働く。 

 ・ICTの活用 ・水曜午後の効率的な活用 



 


